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～真価が試され一層のサバイバルゲームに～

2010年中小企業が目指す姿2010年中小企業が目指す姿

　その年の漢字が「新」という2009年があっという間に終わり、2010年の幕が切って落とされた。お正

月気分もまだ抜けないが、待ったなしで新しい年が始まった。さて、2010年はどういう環境になり、中小

企業はどう生きていかないといけないか。厳しい環境の下、中小企業の生きる道を探る。

環境分析その1　 経済の世界

環境分析その2　 海外の動向

環境分析その3　 国内社会問題

　円高がさらに加速し、80円台前半で行きつ戻りつする

展開になる。2009年の後半に少し持ち直した景気は、円

高で一挙に失速しかなり大きなダメージを受ける。輸出で

食べられない産業が多く、海外からの部品調達が加速し、

製造業の海外移転に拍車がかかる。輸入の原材料は安くな

るが、全体的にデフレが進行し物価は下落、給料は上がら

ない。環境関連や電池関連の産業は好況だが、それも一部

の企業に留まる。これくらいの円高になると企業利益の予

測が難しく、国内への設備投資も保留となる案件が多くな

る。逆に中国や東南アジアへの投資の拡大基調は続く。農

商工連携、中小企業の活性化などに多額の税金が投入され

るが、あまり即物的な効果は期待できない。全体的に

GNPの成長率は低位に留まり、沈滞したムードの漂う重

たい展開になる。アメリカ経済の回復も進まず、国際通貨

として中国の「元」が主役に躍り出る日も遠くない。春先

の二番底からの脱出ははかばかしくなく、新年度予算の執

行が遅れ、さらに景気の停滞に拍車がかかる。亀井モラト

リアムの効果もあまりなく、依然として中小企業の資金繰

りは厳しい状態が続く。企業倒産も不動産業を筆頭に、中

小製造業へじわじわと浸透する。全体の危機感は高いが、

効果的な方策が見つからず、株価も冴えない。アメリカの

景気動向指標の乱高下で一喜一憂する展開が続く。

　上海の万博が行われ、改めて中国のパワーの圧倒的な迫

力に驚く。中国バブルがはじけそうではじけず、非常に高

い成長率を維持している。ロシアの一時の勢いがなくなり、

南米ブラジルなどの国のポテンシャルが一段と高くなる。

アメリカはアフガニスタンやイランの処理に依然として手

を焼いて、世界のリーダーとしてのポジションを失いつつ

ある。北朝鮮は依然として核開発は中止せず、6カ国協議

も相変わらず遅々として進まない。ヨーロッパも金融パニ

ックからの痛手回復には時間がかかり、ドイツ、フランス

を中心に足並みの乱れは続く。インドと中国から東南アジ

アにかけての黄金の三角地帯の経済成長は一層加速し、こ

の地域に進出する企業のラッシュとなる。日本は多額の経

済支援を行うが、どの地域でもあまり効果的な活動につな

がらない。南アフリカでのサッカーのワールドカップをき

っかけにアフリカ開発ブームが起こる。ここでも中国との

開発援助競争に敗れ、日本の地位が相対的に下がる傾向は

続く。中東のドバイショックは一時の危機的状況を脱して、

なんとか開発が継続する状態になる。地球温暖化の影響で

太平洋の島国国家の水没が現実的になり、国際的な救済の

運動が始まる。

　自殺者の3万人大台は解消できず、依然治安の悪い状態

は一向に改善の兆しが見えない。民主党になったが年金問

題が解決せず、中小企業への返済猶予法案が実質稼動し出

したが、中小企業の金融は収縮傾向に向かい、倒産が増加

する傾向になる。明るい材料が見出せないまま、将来の社

会不安がじわじわ広がる傾向になる。新卒採用も非常に厳

しく、多くの就職浪人が溢れた状態になる。失業率は改善

せず、6％近くに迫り大きな社会問題化する。派遣村は年

末年始には起こらなかったが、街には職のない人々が目立

つようになり、給料が上がらずボーナスもカットされた人

が多く、それが消費の低迷の大きな原因となる。治安の悪

化が目立つようになり、コンビに強盗や女性をねらったひ

ったくり犯罪が多発する。そのため警察官の増員に税金が

投入される。明るい話題は、IPS細胞の研究成果で京大の

山中教授のノーベル賞受賞（？）ぐらいか。

出展：日経新聞 2009.11.27 出展：日経新聞 2009.11.27

出展：日経ビジネス 2009.11.30 出展：日経ビジネス 2009.12.14
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環境分析その4　 地球温暖化問題

環境分析その5　 消費生活環境

環境分析その6　 その他特徴的な業界 

中小企業が目指す新しい価値観

① 規模を追わずに価値を追う　　　　　　顧客から評価されることが結果的に売上の維持拡大、利益の創出につながる。

② 売上より利益、利益より収支の改善　　売上、利益は結果。経営はまず収支の改善から始まる。収支が取れていることがまず第一。

③ 所有より使用や利用　　　　　　　　　資産をやたら持たず利用したり使用することで効率を図る。なくてはならないものだけ持つ。

④ 会社の継続を目指す　　　　　　　　　続けることが大切。一過性のビジネスは続かない。100年経営が継続できる企業を。

⑤ 無形の資産にこそ投資を　　　　　　　設備や固定資産に投資もいいが、人的投資、教育投資、知的資産への投資が将来収益の柱に。

　太陽光発電ブームが一段落し、電気自動車とハイブリッ

ド自動車との対決の構図がより鮮明化する。電池製造業界

のみが脚光を浴びるが、経済全体を底上げするパワーには

欠ける。コペンハーゲンでの全体会議でも方針の統一はで

きず、いまだに先進国と後進国との間での不協和音は激し

い。アメリカと中国がどういう風に立ち回るかで大きく風

向きが変わる。原子力発電所の建設が活発になり、各地で

の増設が始まる。風力発電が次第にコスト的に有利との認

識が広まり、各地で建設が始まる。ダム建設の見直しが各

地で起こり、多くのダム建設が凍結される。天候異変は続

いており、夏の暑さは一段と激しく、冬に雪が降らなくな

る。そのため、地方の建設業者の倒産が起こる。化石燃料

の需要が急激に低下し、ガソリンスタンドの廃業が続くが、

跡地の有効な利用方法が見つからず、各地で廃墟スタンド

が目立つようになる。鳩山ドクトリンの25％削減は掛け

声倒れに終わりそうな気配で、日本のリーダーシップが問

われる。先頭切ってやらないといけない日本だが、産業界

からの反発が依然として強く、大型の環境対策投資につな

がらない。この経済の沈滞ムードの中で、いっそうの環境

投資を活発化する気配がなく、主要な経済団体のトップか

ら、鳩山ドクトリンに対するブーイングが起こる。建物の

建設基準に一定の省エネ対策が義務付けられる。

　各地でマンションが建設されるが、不況の延長戦で売れ

行きがはかばかしくない。昨年の不動産業界の大型倒産の

影響から、住宅、マンションなどの動きが悪い。依然とし

て低価格志向の生活パターンが続き、食料品の100円シ

ョップが繁盛する。食品以外の消費が停滞し、特に不要不

急の衣料品関係業界は、いっそう消費停滞の影響を受ける。

エコポイントの影響で省エネ家電の売れ行きは好調だが、

消費の山を大きく動かすには至らない。サッカーのワール

ドカップの影響も小さく、テレビの売れ行きも中途半端に

終わる。一部海外ブランド衣料品の売れ行きは好調だが、

それも限定的な影響に終わる。ユニクロと王将の一人勝ち

は依然続くが、ぼちぼち消費者もそのテイストに飽きてく

る。デフレ傾向はさらに激しくなり、物価は下がり傾向に

ある。土地の値段も回復せず地価の下落は続く。需要と供

給の落差、いわゆるデフレギャップは埋まらず、低価格へ

のシフトは一層顕著になる。大型商品への購買意欲は減退

し、海外への旅行ブームが活性化するくらいが唯一明るい

ビジネスの話題になるくらいだ。エコブームの影響で自転

車の普及が加速し、各地で自転車道路の整備が始まる。

　パソコンは3万円台の超低価格製品のブームとなる。最

小限の機能で最低限のニーズを充たす低価格パソコンが普

及し、小学校の高学年からパソコン授業が必須科目になる。

中国へのビジネス進出が一層顕在化し、中国語の学校はい

つも満員状態が続く。有機野菜の栽培がブームとなり、農

地をレンタルするビジネスが脚光を浴びる。遊休地の利用

も促進される。食料自給率の向上に多少は貢献する。介護

業界での人手不足は依然として深刻で、代役のロボットの

開発に拍車がかかるが、まだ数年かかるというのが実情だ。

社会福祉系の求人は多いが、待遇の改善が遅々として進ま

ない。農商工連携の事業が徐々に進み、各地に農業法人が

設立され、農業のビジネス化が促進される。食料の自給率

の向上に多少の好影響が出る。

　いっそうの淘汰が進み、勝ち組と負け組みがより明確に

なる。小さくても光る中小企業は生き残れるが、旧態依然

とした企業の生き残りは難しくなる。過去は経済全体のパ

イが拡がったから、それに付いていくだけの力量があれば、

なんとかなった。しかし、いまはそうは行かない。得意先

のビジネスの拡大の恩恵を受けていた時代は終わり、明治

維新ではないが独立独歩の気概を持って、果敢に新しいテ

ーマにチャレンジする中小企業に、活路が見出される。市

場は狭いニッチな領域だが、そこを深く究める企業が生き

残る。規模の経済ではなく新しい価値を創出できた中小企

業の世界になる。創業社長から次世代の経営者に引き継ぐ

ときが、会社のパラダイムを変える大きなチャンスだと思

って、果敢に挑戦する企業が輝く。この時期に新しい価値

観の創出を図ることが求められる。

　2010年の外部環境は依然として厳しい。多少持ち直し

たように見える景気もまた悪化の傾向を見せる可能性が高

い。誰かが何かをしてくれる、政府の財政出動に期待する、

公共事業の恩恵に浴するというような他人をあてにする経

営姿勢は、間違いなく10年前のスタイルになる。このよ

うな、いつかは春が来るだろうという「春待ち型」の経営

は、早晩行き詰る。

　行き詰ってから気が付いては遅い。気が付いたときが吉

日だ。外部環境が厳しいときこそ、トップが前向きになり、

従業員や社員に方向を示し、手本を見せて、全員を引っ張

るリーダーシップを発揮するチャンスだ。危機感が増して

いるときほど、社内は引き締まる。好況のときは誰もトッ

プの危機感の表明には耳を貸さないが、こういう時代だか

らこそ、会社のパラダイムを変えるチャンスだ。平時に強

いタイプの経営者は厳しい環境ではあるが、戦時に強い経

営者は力を発揮する絶好のチャンスだ。性格は変わらない

が、行動は意識すれば変わる。

　トップが変わらないと、会社は変わらない。

指
針
と
し
て
は
、




